
１．はじめに

ＪＲ西日本殿では、京都線・神戸線の新駅増加に対応する

輸送力増強、車両の老朽取替えを目的に、３２１系２５２両とい

う大量投入が決定された。社会環境は、バリアフリー法の施

行による移動制約者対策、ＩＴ技術の家庭への波及によるボ

ーダレス化が進んでおり、車両に期待されるパフォーマンス

も多岐に渡ることとなった。そのような世の中の新しい動向

やニーズに対し、車両においては「わかりやすい案内」、「乗

ってみたくなる車両」、「保守しやすい車両」といった、人に

優しい車両を求められ、今回第１編成７両を納入したので、こ

の車両の概要と特長について説明する。

２．概要

３２１系は、上述の基本コンセプトのもとに開発が進められ

た。

・ＪＲ以降のブランドである２２１系を踏襲し、「明るく、静か

で快適な乗心地」の車両であり、それが進化したことが

わかりやすいブランドデザインを行った。

・腰掛に対する配慮については、座面高さ、着席幅の見直しを

はかった。座席幅は、６人掛け設定とし一人幅を広くした。

・高齢者等の移動制約者のお客様に対する配慮を行った。

・お客様へ多彩でわかりやすい案内を短時間で提供するため

に、大型液晶車内情報表示装置を用い、高速で大容量の

情報を配信するシステムを導入した。

・新しい技術として、ステンレスレーザー溶接による構体製

造をはじめて採用した。

・１両に、１台車制御のＶＶＶＦ装置１台と、ＳＩＶ装置１台装備

というシンプルな０．５Ｍ電車システムとして構成した。

・その他、乗心地、騒音、冷暖房、将来の速度向上等につい

ても配慮した。

３．車体

外部は２０７系の上下ラウンドを残しつつ３次曲面化された

先頭形状、レーザー溶接による凹凸のないステンレスボディ
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が特長である。内部は境界を目立たないようにし、視覚的に

一体感のある空間とするため、不必要な輪郭線をなくした、

必要最小限のシンプルな構成となっている。１９インチ液晶デ

ィスプレイによる車内情報表示装置を天井に１両あたり１２台、

３か所に分けて設置した。

基本割付けは、２０７系通勤電車との共通性に配慮しながら、

合理的なものとしている。

非常換気窓を見直し妻窓を廃止することにより、貫通路を

中央に配置して乗客の利便性の向上をはかっている。腰掛ピ

ッチについても見直し、入口間６人掛けとすることで入口脇

のスペースを拡大して乗降時の乗客の流れがスムーズになる

ように配慮している。

バリアフリーに配慮して床面高さを下げ、ホームとの段差

を小さくしている。室内においても内ホロ・桟板の見直しを

はかり、貫通路をフラットとし、荷棚、吊り手の高さも見直

し、お年寄りにも配慮したものとしている。また、室内側半

自動スイッチに点字名板を採用している。

客室の静音化を向上させるため、床からの騒音の侵入に対

し、床の厚さを増大させ透過音を減少させるとともに、床詰

物の材料を弾性のあるゴムチップとすることで、振動軽減と

ともに踏み心地のよいものとしている。Ｍ台車よりの振動に

対しては、台枠の台車上部のはりの配置を工夫しており、振

動・騒音に配慮したものとしている。側からの音の侵入に対

しては、入口扉と構体のすきまをふさぎ、側窓・側引戸窓は

遮音性の高いガラスの採用をはかっている。空調騒音の軽減

のため、吸音性の高い材料を空調ダクトに採用するなど静音

化への配慮をしている。

環境に対しても、リサイクル性の高い材料の採用をはかる

とともに、使用材料表示をするなどの配慮をしている。

火災に対しては、２００６年出場車より新火災基準に適合し

ているほか、特に有毒ガスの発生に対して配慮した材料を採

用するなど、より一層の安全性をはかっている。

４．ぎ装

この車両は、０．５Ｍ（各車両にＴ台車とＭ台車を１台ずつ装

備）を基本としており全車床下機器配置を同一とした。なか

でも、従来先頭車の床下に搭載していたＡＴＳ－Ｐ２制御装置

もＡＴＳ－ＳＷ装置と一体化させＡＴＳ－Ｐ３制御装置として運

転台に搭載し、全車枕はり間は床下機器配置が同一となるよ

うにした。同一になることで床下配管やダクト配置、口出し

線等多くの部分で設計工数と部品製作工数を削減することが

できた。その他製作工数を削減するため、アウトワーク化を

床下配管のコック部分、配線の一部等に採用した。

運転台については、以前の２０７系から大きな変更はないが、

スイッチ、表示灯等、操作性や視認性のよいものにした。

屋上は、Ｍ系車後位にパンタグラフを搭載して、前位およ

び他車両の前後位にパンタグラフ搭載準備工事をしており、

これも全車共通設計とした。

ＶＶＶＦ装置の制御単位は、一個の制御素子で１モーター

から、一個の制御素子で２モーターに変更し、素子数を減ら

し台車１台を制御、ＳＩＶ装置も１台というシンプルな０．５Ｍ

電車システムとして構成した。このシステムでは、１両完結

を基本としておりＶＶＶＦ装置もしくはＳＩＶ装置故障時、２両

編成以上であれば退避運転は可能となっている。

ＭＭ制御の新技術として、速度センサーレス制御を採用し、

ＭＭのさらなる大容量化をはかった。速度センサーそのもの

をなくすことで、メンテナンスそのものも不要とした。

ＳＩＶは、車両間並列運転制御を採用し、各車毎にＳＩＶの搭

載を行うことで小容量化をはかりかつ小型化を実現した。

ブレーキシステムの特長としては、粘着を有効に利用する

ブレーキ制御の実現を目的とし、１両にブレーキ制御装置を

２台配置した。また、従来滑走防止弁で制御していた滑走再

粘着制御をブレーキ制御装置に統合し、中継弁滑走制御シス

テムを新たに構築した。

また、これまでのモニター装置では、新しいニーズ（乗務

員支援・検修支援）の実現や力行・ブレーキの編成統括制御

ならびに将来のシステム拡張性が乏しく、実現が困難であっ

た。そこで、今回新たに、はん用ＩＴ技術により実現したデ

ジタル伝送装置を採用した。本装置により、乗務員支援（装

置の開放・リセット操作の自動化、音声と画面による処置の

支援によるダウンタイムの削減）、検修支援の充実（自動試

験機能や自動判定機能による検修効率化）をはかった。伝送

速度も今までの１ｋｂｐｓから１０Ｍｂｐｓと高速化を行い、情

報の収集記録についても大幅な改善を行った。これらを、は

ん用のイーサネット技術を基本としたネットワークで実現

し、将来、はん用機器（測定機器等）の拡張接続が可能な設

計を行った。
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３２１系通勤電車

５．台車

まず台車主要構造として、軸はり式軸箱支持装置、一本リ

ンク式のボルスタレス車体支持装置とし、２２３系２０００代で

実績ある方式を採用した。各ダンパには誤取付け防止策を盛

り込み、先頭Ｔ台車には手歯止の代わりとなるばね式ブレー

キ付片押しユニットブレーキを装備した。

乗心地向上策として、左右剛性を高めた異方性空気ばねの

採用で直線走行時の左右変位量を抑え、曲線走行時の車体外

傾低減のため空気ばねの左右取付け幅の拡大とばねを上下に

硬くしてロール剛性を上げた。仕様最高速度が１２０ｋｍ／ｈ

であるため、軸ダンパ、アンチローリング装置、各軸制御用

滑走検知の装備はないが、取付けの準備工事は施している。

さらに、２２３系２０００代と部品を共通化した。駆動ピン方

式速度発電機を非接触タイプとしてメンテナンスフリー化を

はかり、ブレーキシューコッタおよびライニングをワンタッ

チで交換可能な構造にし、また車体／台車間の空気ホース継

手にも着脱容易なコネクタを用いた。

６．おわりに

今回納入した３２１系電車は、各種性能試験や訓練運転を経

て、２００５年１２月のダイヤ改正から京都線や神戸線に順次、

営業に投入される予定である。

通勤、通学列車の大幅なサービス向上がはかられ、ＪＲ西

日本殿の新しい顔として活躍することが期待される。

最後に、この車両を設計・製作するにあたり、ＪＲ西日本

殿には多大なるご指導を頂き、誌面を借りてお礼を申し上げ

ます。

車両事業本部　車両設計部　山縣　勝善　

和田　一彦

松葉　堅一
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形　式 
 

軌　間 

電気方式 

空車重量 

旅客定員 

車体長さ 

屋根高さ 

車体最大幅 

パンタ折りたたみ高さ 

床面高さ 

台車中心間距離 

連結面高さ 

車体構造 

台　車 

 

 

固定軸距 

歯車比 

動力伝達方式 

車輪径 

主回路制御方式 

 

 

主電動機 

 

 

 

ブレーキ方式 
 

 

 

 

 

電動空気圧縮機 

 

 

補助電源装置 

 

 

蓄電池 

 

パンタグラフ
 

 

 

 

保安装置 

列車無線装置 

空調装置 

暖房装置 

照明装置 

非常通報装置 

 

 

 

車側表示器 

車内表示装置 

車いすスペース 

主要運転性能 

モハ３２１-０代 

M 

１０６７mm 

架空式、DC１５００V 

３４.1t 

１５６（５２）人 

１９，５００（２０，０００） 

３，６３０mm 

２，９５０mm 

４，１１０mm 

１，１２０mm 

１３，８００mm 

８８０mm 

ステンレス鋼製溶接構造（SUS３０４）、前頭部　鋼製（SPA） 

軸はり式軽量ボルスタレス台車 

 

 

２，１００mm 

６．５３（９８：１５） 

平行カルダン方式 

８６０mm 

IGBT素子使用2レベル電圧形PWMインバータ WPC１５ 

VVVF×１ 

 

 

 

 

２個 

回生ブレーキ併用電気指令式空気ブレーキ 

（応荷重、遅れ込め制御、直通予備、救援、耐雪、抑速ブレーキ付） 

 

 

 

 

スクリュー式 

WMH３０９８- 

WRC１６００ 

 

 

 

 

 

下枠交差式 

WPS２７D 

 

半永久連結器 

ATS-SW形、ATS-P形、EB,TE装置 

空中線半複信式、列車防護無線（デジタル式、Bタイプ） 

屋根置き形ユニットクーラー　WAU７０８×２　２０，０００kcal/h以上 

シーズ線ヒーター吊下げ式 

グローブ付照明 

客室インターホン式 

 

 

 

種別 : カラー式、行先 : 高輝度LED式（号車表示付）、片側１箇所 

液晶表示式（側引戸間に４画面/台を３台） 

 

最高運転速度 : １２０km/h、加速度 : ２．５km/h/s以上、 

減速度（非常）: ４．２km/h/s、（常用最大）: ３．５km/h/s

クモハ３２１-０代 

Mc 

 

 

３５．６t 

１４２（４４）人 

１９，５５０（２０，０００） 

 

 

４，１１０mm

クモハ３２０-０代 

Mc' 

 

 

３５.1t 

１４３（４０）人 

１９，５５０（２０，０００） 

 

WDT６３ 

WTR２４６A

２個 ２個 ２個 

密封式鉛蓄 

電池 ６０Ah 

下枠交差式 

WPS２７D 

密着連結器 

半永久連結器 

カラー式 

高輝度LED式 

磁気反転式 

カラー式 

高輝度LED式 

磁気反転式 

設　置 

密封式鉛蓄 

電池 ６０Ah 

 

 

密着連結器 

半永久連結器 

密封式鉛蓄 

電池 ６０Ah 

 

 

 

半永久/密着 

密封式鉛蓄 

電池 ６０Ah 

 

 

 

半永久/密着 

VVVF×１ VVVF×１ 

１，１００V  ５８０A 

かご形三相誘導電動機（PGセンサレス方式）WMT１０６ 

２７０kW 

１，１００V

踏面ブレーキ（ユニット、片押し） 

IGBT素子使用２レベルインバータ　WPC１５ 

AC４４０V ７５kVA 

DC１００V １０kW（AC４４０Vから変圧整流） 

ディスクブレーキ　１枚/軸＋踏 

面ブレーキ（ユニット、片押し、 

ばね式ブレーキ付） 

ディスクブレーキ 1枚/軸＋踏面ブレーキ（SJ） 

VVVF×１ 

WTR２４６ WTR２４６ 

モハ３２０-０代 

M' 

 

 

３３．３t 

１５６（５２）人 

１９，５００（２０，０００） 

サハ３２１-０代 

T 

 

 

２７．３t 

１５６（５２）人 

１９，５００（２０，０００） 

 

記　事 

 

 

 

（ ）内は座席定員の再掲 

（ ）内連結面間距離mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正円弧踏面 

 

 

 

 

1時間定格 

 

 

 

 

 

 

 

 

除湿装置と一体箱化 

 

 

編成内並列運転 

 

 

 

 

 

 

M'T間は密着連結器を使用 

 

 

 

新鮮外気導入形 

断線検知付 

形式 

ブレーキ装置 

M台車 

T台車 

構成 

定格出力 

定格出力 

定格電圧 

個数 

M台車 

 

T台車 

形式 

定格出力 

先頭部 

中間部 

種別 

行先 

運行番号 

連結装置 

前面表示器 
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表１ 321系　主要諸元表


